
まきび病院前史
Ｔ病院（岡山県西北部）
○一色常勤1972
○辻顧問参加 ＜治療の場へ＞
・病棟の開放化運動（患者を中心としてどこまで我々は共に生きれるか）
・治療共同体
・社会復帰（出口を見つけ出口を出る） 精神衛生センター 県立岡山病院

1973 1973 4○佐野常勤 ・
社会精神医学研究会・精神衛生センター嘱託医

・地域へ入って行かねば何も見えてこない（鴨方町三鼓保健婦と同伴訪問開始 ・施設・職種の鴨方町
・ とり残されたもの」にむけての試行錯誤（患者とともに出口なき閉塞状況をさまよう） ・同伴訪問 枠をこえて「
・病院家族会復活 ・医療現場の1974
○和邇着任 地域医療の原点 変革

1974 7鶴形診療所（倉敷市） ・
・県北出身の単身労働者1975

を支えれるか ・外来・往診でどこま
でやれるか交流会

希望の会・地域保健婦との連携
・地域家族会への協力 ・内職場

ボランティア1976
（岡山市）○一色、佐野、和邇非常勤に ＬＡＮＡ

岡山診療所 ・我々自身の自立
・仕事の原点を探

地域から病院を逆に規定せんとした る
＜新体制＞ ・単身労働者を支 ・Ｔ病院より独立1977
・風化を阻止する→土着化 きれるか
・上からの近代化再編、現状維持 ・人生の危機にか

かわれる場をつ
くれるか ・休会1978

○三枚橋病院石川院長
＜開かれている病棟＞
出合い ・個人→自己管理
病院造る 能力の強化
と宣言 ・集団→自己の責1979

任を果たす
病 こと
院
つ

○一色・佐野退職 く1980
り
の
闘
い

・ ・ ・閉鎖1981 1981 6 1

（真備町）まきび病院

当たり前の医療を求めて
・合理化幻想1982
・試行錯誤

1983
わに診療所



病院 看護の動き・体制 相談室の活動 行事・レクリエーション 憂鬱座 その他
（集団活動）

５月 日「まきび病院 １人夜勤体制（当直制）1981 30
で医療と人生を語る会」
（前夜祭）

６月開院（ 床） ６月学校医60
７月思春期グループワーク 三歳児乳児

第１回全体会議 発足 検診
保健所嘱託

８月保健婦採用 ８月第１回夏祭り 医

９月１日交代リーダー体 ９月地域断酒会まわり ７月栄養研究会
制開始 院内断酒会発足 発足

月第１回看護部会 月外勤作業場開拓 ８月岡大医学生10 10
月第１回文化祭 実習受入れ11

月増床（ 床） 月第１回カンファレ 病院見学受12 98 12
ンス 月第１回クリスマス会 入れ開始12

１月自主的看護勉強会始1982
まる
準夜帯勤務１名増員

２月外来専従（１名）体制 ２月外勤作業開
始

３月医療計画委員会発足 ３月リーダー会議開始
（院長指名制） 早出勤務開始 ３月売店開始

４月 ５日間リーダーロー
テイト体制開始 ４月野外キャンプ開始

ジョギング・ソフト
ボール

５月勉強会開始
６月１周年パ

７月第１回ＯＢキャンプ ーティー開催
第１回七夕祭り

８月医療計画委員会常任 ９月院外研修会開始 ９月「サイコドラマ」開始 トレーニング開始
委員設置 家族会発足
「 」まきび医療研究会
定例化（月１回）

創立から現在まで



月憂鬱座結成11
第１回公演「探
偵物語」
まきび病院文化
祭にて上演

１月長期在院者プロジェク １月第１回料理教室 １月選択メニュ1983
ト会議発足（看護・相 ー開始
談室）

３月能良帰本塾合宿 ３月第２回公演「コ
モンセンス 初」（
の院外公演）
（ ）４月２人夜勤体制開始 ４月青年期グループワーク ４月農耕開始 ・院内 ３／ 26

発足 ・総社市公演会
（３／ ）27

５月外勤グループワーク発
足

７月救命処置の研修 ７月海水浴 ７月老人家族会
発足

８月看護協会入会 ８月ソフトボール対外試
合 ８月作業療法士

月看護部会定例化 実習受入れ10

月第１回紅葉狩り 月第３回公演 星 県内病院見学11 11 「
の王子様」

・院内（文化祭に
て （ ／３）） 11

・岡山公演
（ ／５）11

・福山公演
（ ／６）11

・岡山大学大学祭
にて公演
（ ／ ）11 20

月第１回もちつき12

創立から現在まで



創立から現在まで

１月医療法人社団「造山 １月心理療法士実習受入れ1984
会」まきび病院設立 ２月院長による
増床（ 床） 連続講義107

３月婦長・主任体制開始 ３月思春期プロジェクトチ ３月花見 ３月第４回公演「ネ ３月新人職員研
ーム会議発足（看護・相 オ西遊記」 修
談室） ・岡山公演
心理療法士２名看護部門 ４月籐手芸サークル発足 （３／ ）17

（ ）より相談室へ ・院内 ３／ 18
５月手話の会サークル発 ・神戸公演

足 （３／ ）23
町会テニスクラブ参
加

薬局講義開始

９月医局との連絡会発足 ９月第５回公演 ８～９月三枚橋
「ちょっと不思議の ・千葉病院
国のアリス」 見学
・岡山「友愛の丘

」（ ）にて ９／ 28
・真備町公民館
（ ／６）10

・神戸公演
（ ／ ）10 10

１月 保健だより 発行 月 １月「かよう会」開始1985 「 」 （
刊）

３月病棟主任常駐体制開始 ３月学生実習受け入れ ３月第６回公演 ３月接遇研修
ソーシャルワーカー１ 「舟乗りクプク
名増員 プの冒険」

・真備町公演
４月診療会議発足 ４月外来２人常駐体制開始 ４月社会復帰勉強会 （３／ ） ４月外来会議発16

医局との連絡会発足 「みぎわ教室」開始 ・倉敷公演 足
（３／ ） 薬剤会議発21

・神戸公演 足
（３／ ）23



創立から現在まで

６月アルコールグループ定 ６月まきび医療
例化 出版委員会

発足
７月料理勉強会開始

８月「家族会便り」発行

月第７回公演10
「 」ヴェニスの商人
・岡山公演
（ ／ ）10 27

・神戸公演
（ ／２）11

・真備町公演
（ ／９）11

～ 月第１11 12
回職員旅行

（京都）

1986
１月ミニカンファレンス １月ボランティアグループ ￥

「 」 （ ）定例化週２回 荒草会 の参加 月例

３月第８回公演
「銀河鉄道 」999
・岡山公演
（３／ ）16

・神戸公演
（３／ ）22

・真備町公演
（３／ ）26



年度 1982 1983 1984 1985 年齢（歳） 男 女 合計 ％

一日平均受診者数（名） 31.7 39.2 41.3 42.0 ～19 29 16 45 16.7

20～29 48 31 79 29.4

診療科別割合（年・月） 82・６ 83・６ 84・６ 85・６ 30～39 44 31 75 27.9

精神科  （％） 51.6 57.9 63.3 69.1 40～49 22 9 31 11.5

内科　　 （％） 32.7 29.5 29.1 24.7 50～59 9 8 17 6.3

小児科  （％） 15.7 12.6 7.6 6.3 60～69 6 5 11 4.1

70～79 2 5 7 2.6

80～ 1 3 4 1.5

合計 161 108 269 100

年度 1982 1983 1984 1985

入院者数　　　　　（名） 365 410 439 409

退院者数　　　　　（名） 336 414 421 421

平均病床利用率 （％） 93.7 101.4 105.5 98.8

平均在院日数    （日） 105.0 96.1 95.8 93.0

再入院率          （％） 男 女 合計 ％

（入院に占める再入院の割合） 33 23 56 51.9

6 6 12 11.1

4 5 9 8.3

4 4 8 7.4

紹介 3 6 9 8.3

48.9% 3 2 5 4.6

26.3% 2 0 2 1.9

7.5% 3 4 7 6.5

5.3% 58 50 108 100

5.3%

4.5%

2.3%

非紹介

男 女 合計 ％

10 6 16 14.8

地域 男 女 合計 ％ 13 17 30 27.8

岡山県 119 81 200 74.3 9 7 16 14.8

広島県 19 13 32 11.9 17 9 26 24.1

兵庫県 16 12 28 10.4 2 2 4 3.7

大阪府 5 2 7 2.6 2 1 3 2.8

その他 2 0 2 0.8 4 3 7 6.5

合計 161 108 269 100 1 5 6 5.6

58 50 108 100

(4)入院者地域別構成（1985年１月～12月）

(6)入院者疾患別構成(1986年３月８日現在)

(5)入院者年齢別構成（1985年１月～12月）

～36ヵ月未満

～18ヵ月未満

～24ヵ月未満

入院期間

１ヵ月未満

～３ヵ月未満

36ヵ月以上～

合計

まきび病院医療諸統計

精神分裂性障害

感情障害

“神経症”性障害

適応障害

老年・初老期精神障害

～６ヵ月未満

～12ヵ月未満

他の脳器質性精神障害

アルコール依存症

その他

合計

診断名

(1)外来受診者統計（1982年～1985年）

(2)入院者統計（1982年～1985年）

(3)受診経路（1985年１月～12月　入院者269名

69

133名(49.4％)

32 58 63

精神科診療所

総合病院精神科

一般病院・医院

精神病院

(7)入院期間別構成(1986年３月８日現在）

教育関係

保健所・福祉

その他

136名(50.6％)
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